
死路に一条の活路を
末期がんと生きる

髙橋卓志
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MAGGIE’S CENTRE
The Maggie Keswick Jencks Cancer Caring Centres

マギーズセンター

本来の自分を取り戻す場所



マギーズ・センター
死の恐怖の中でも生きる喜びを感じられる場所
再発乳がん患者だったマギー・ケズウイック・ジェ
ンクスさんの遺志により1996年、スコットランド・
エディンバラに設立される。

Maggie's Edinburgh



エディンバラ・マギーズ
アンダーソン所長（看護師）

「緩和ケア」と「安楽死」

安楽死が「死の選択」を
尊重するものだとすれば
マギーズの活動は
「生きようとする意欲」
をサポートするもの



がん患者や家族がキッチンテーブルを囲みながら和やかに話す



EXIT

エグジット

自殺ほう助



回復の見込みがなく、複数の病気を抱え、
質の高いQOLを願うことができず、

どうしても生き続ける意味が見いだせない場合

患者自身がその状態で生きることを望まず、
それに耐えることも、尊厳をもち続けることも

不可能の場合

最終ステージまで待つことは冷酷なことだろう

EXIT・CEO Hans Mulalt氏



自殺ほう助は、耐え難い痛みを緩和
するための選択肢のひとつであり、
緩和ケアの延長線上にある

きびしい症状になったとき、最後の
手段として、安らかに死んでいける
方法。それは一種の保険のようなも
の、と理解している人々が多い

自殺ほう助について

EXIT・CEO Hans Mulalt



The Dying Room（死にゆく部屋）―自殺ほう助組織・・・EXIT







死へのデータ（髙橋作成）

自
分
の
身
体
を
使
い

が
ん
を
客
観
視
し

詳
細
を
記
録
す
る
！



髙橋卓志の場合

予測される死の兆候
◆ 死の3カ月前
食事が困難になる

◆ 1カ月前
日常生活が「全介助」になる

◆ 2週間～数日前
せん妄が出て、見えないものが見え、
あり得ないことを言う

毎日新聞・瀧野隆浩の『掃苔記』5/19より
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の
に
、
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、
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い
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を
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内藤いづみ
＋
鎌田實
＋
高橋卓志

１９９７年
オフィスエム刊



「じんさんの余命告知は ぼくがするよ！」
鎌田實先生

死への適切なアドヴィスをいただく‥‥
内藤いづみ先生と川越厚先生

引導を渡してくれる医師たち！



最
大
の
病
は‥

誰
に
も
必
要
と
さ
れ
ず
、

誰
に
も
気
に
留
め
て
も
ら
え
ず
、

す
べ
て
の
人
か
ら
見
す
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
孤
独
で
す‥

‥

マ
ザ
ー
・テ
レ
サ

で
も
、

ぼ
く
は
孤
独
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

こ
ん
な
家
族
が
い
ま
す
。

2022年11月 入院中の京丹後市立久美浜病院で
新型コロナ感染防止のためこうなった。



あ
と
、
2
カ
月
で
16
歳
に
な
る
盟
友
・平
治
。

彼
も
最
期
の
生
き
方
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。



いまの目標は、数年先に「まだ生きてる
じゃん。あのときの髙橋さんって〈死ぬ死
ぬ詐欺〉だったね」と笑われることです。

コレ、岡田林太郎さん（みずき出版）の著書『憶えてい
る』からのパクリです。
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